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1. 平成27年3月期第3四半期の業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 2,937 12.0 △4 ― △5 ― 96 28.8
26年3月期第3四半期 2,623 △3.0 △116 ― △100 ― 74 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 24.98 ―
26年3月期第3四半期 19.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第3四半期 4,453 1,566 35.2 405.71
26年3月期 4,450 1,524 34.3 394.68
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 1,566百万円 26年3月期 1,524百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ― 0.00 ―
27年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成27年 3月期の業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,920 7.4 15 ― 10 ― 110 15.3 28.48



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 4,605,760 株 26年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 744,089 株 26年3月期 743,160 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 3,862,043 株 26年3月期3Q 3,863,616 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料P．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府日銀による経済政策や金融政策の効果により、緩やかな景気回

復が続いております。一方、エネルギー輸入の増加と円安による貿易赤字の増大、消費税率引き上げに伴う駆け込み

需要の反動や、海外における政情不安等の懸念材料など、先行きは依然として不透明な状況であります。

 このような環境下、当社は、主要顧客を海外生産が進むエレクトロニクス分野から自動車分野、医療分野、食品容

器分野へシフトしてまいりました。また、当社独自技術「RHCM(高速ヒートサイクル成形）技術」を主軸とする高い

技術力を武器に営業を積極展開してまいりました。コスト削減策については、生産性の継続的な改善に努め、ＱＭＳ

（品質）、ＥＭＳ（環境）活動などにより損益分岐点の引き下げを推進してまいりました。

 当第３四半期累計期間の売上高は、４月～９月期は前年を大幅に上回っておりましたが、10月～12月期において一

部自動車部品の生産調整、遊戯部品新規案件が2015年1月以降に延期されたことにより、売上高が前年同期を下回り

ました。結果、売上高は29億37百万円（前年同四半期比12.0％増）となりました。収支は、10月～12月期の売上高減

少による操業度の低下、新規自動車部品の立上げ停滞等により、営業損失４百万円（前年同四半期は営業損失１億16

百万円）、経常損失５百万円（前年同四半期は経常損失１億円）となりました。四半期純利益は、投資有価証券売却

益１億８百万円を計上したことにより、96百万円（前年同四半期比28.8％増）となりました。

 各セグメントの状況は次のとおりです。

 

① 成形品セグメント

 本セグメントは、家電、自動車、エレクトロニクス、医療・食品・その他分野の部品もしくは完成品を受注生

産・販売するセグメントです。

 当第３四半期累計期間における売上高は、家電部品は消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動から大幅に減

少し、食品容器は既存製品の販売不振により減少いたしました。一方、自動車部品は、前期から量産を開始した自

動車内・外装品が順調に推移したこと及び新規受注により、大幅に増加いたしました。医療機器部品は、既存品、

新製品とも順調に推移し、売上高は増加いたしました。

 この結果、本セグメントの売上高は26億15百万円（前年同四半期比7.2％増）、セグメント利益は１億68百万円

（前年同四半期比44.4％増）となりました。

 

② 金型・技術セグメント

 本セグメントは、金型売上及び当社独自のRHCM技術を供与したライセンス収入や、顧客の要望により海外で生産

委託した売上からのコミッション収入、RHCM技術用の成形付帯装置など技術資源を源としたセグメントです。

 当第３四半期累計期間における売上高については、金型売上は各分野において新製品を受注したことにより、大

幅に増加いたしました。技術ロイヤリティ収入は、一部の客先において、ライセンス契約の期間満了により減少い

たしました。

 この結果、本セグメントの売上高は３億21百万円（前年同四半期比74.8％増）、セグメント利益は59百万円（前

年同四半期比136.8％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

 当第３四半期会計期間末の資産合計は、44億53百万円となり、前事業年度末に比べ２百万円増加しました。この

主な要因は、投資有価証券の減少１億20百万円があったものの、受取手形及び売掛金が78百万円、現金及び預金が

41百万円増加したこと等によるものです。

 負債合計は、28億86百万円となり、前事業年度末に比べ39百万円減少しました。この主な要因は、支払手形及び

買掛金の増加１億５百万円があったものの、１年内返済予定の長期借入金が99百万円減少、短期借入金が50百万円

減少したこと等によるものです。

 純資産合計は、15億66百万円となり、前事業年度末に比べ42百万円増加しました。この主な要因は、その他有価

証券評価差額金の減少54百万円があったものの、利益剰余金が96百万円増加したこと等によるものです。
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② キャッシュ・フローの状況

 当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ41百万

円増加し、12億38百万円となりました。

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 投資有価証券売却益１億８百万円、売上債権の増加78百万円等の減少要因があったものの、減価償却費１億13百

万円、仕入債務の増加１億５百万円、税引前四半期純利益１億３百万円等の増加要因により、当第３四半期累計期

間において営業活動の結果得られた資金は１億16百万円（前年同四半期は１億67百万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 有形固定資産の取得による支出47百万円等の減少要因があったものの、投資有価証券の売却による収入１億46百

万円等の増加要因により、当第３四半期累計期間において投資活動の結果得られた資金は96百万円（前年同四半期

は２億37百万円の収入）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 長期借入れによる収入１億円の増加要因があったものの、長期借入金の返済による支出２億27百万円、短期借入

金の減少額50百万円等の減少要因により、当第３四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は１億77百

万円（前年同四半期は３億51百万円の支出）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2015年３月期通期の業績予想につきましては、2014年11月10日に公表しました業績予想から変更しております。

詳細につきましては、本日（2015年２月12日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社は、前事業年度において営業損失を計上しておりました。

 当第３四半期累計期間においても業績の本格回復には至っていないため、前事業年度に引き続き、継続企業の前提

に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

 なお、継続企業の前提に関する事項及びその改善策につきましては、後記「第４.四半期財務諸表 （４）四半期

財務諸表に関する注記事項 （継続企業の前提に関する注記）」をご覧ください。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2014年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(2014年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,196,549 1,238,229 

受取手形及び売掛金 1,010,550 1,089,004 

商品及び製品 125,974 144,954 

仕掛品 65,899 100,394 

原材料及び貯蔵品 99,650 93,574 

その他 32,042 30,887 

貸倒引当金 △41,941 △45,092 

流動資産合計 2,488,725 2,651,952 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 866,457 825,723 

機械及び装置（純額） 197,299 187,266 

土地 249,342 249,342 

その他（純額） 73,137 74,140 

有形固定資産合計 1,386,236 1,336,472 

無形固定資産 5,542 5,988 

投資その他の資産    

投資有価証券 138,337 18,184 

破産更生債権等 2,893 2,893 

投資不動産（純額） 237,496 237,084 

保険積立金 164,190 173,549 

その他 29,752 29,837 

貸倒引当金 △2,893 △2,893 

投資その他の資産合計 569,777 458,656 

固定資産合計 1,961,556 1,801,117 

資産合計 4,450,281 4,453,070 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2014年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(2014年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 733,867 838,916 

短期借入金 1,295,000 1,245,000 

1年内返済予定の長期借入金 288,610 189,406 

未払法人税等 6,341 6,881 

賞与引当金 - 9,000 

その他 123,499 193,935 

流動負債合計 2,447,317 2,483,138 

固定負債    

長期借入金 309,365 281,427 

退職給付引当金 72,993 52,088 

役員退職慰労引当金 52,486 56,900 

その他 43,611 12,788 

固定負債合計 478,456 403,203 

負債合計 2,925,774 2,886,342 

純資産の部    

株主資本    

資本金 595,916 595,916 

資本剰余金 744,503 744,503 

利益剰余金 425,033 521,499 

自己株式 △298,079 △298,219 

株主資本合計 1,467,373 1,563,699 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 57,134 3,028 

評価・換算差額等合計 57,134 3,028 

純資産合計 1,524,507 1,566,727 

負債純資産合計 4,450,281 4,453,070 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 2013年４月１日 
 至 2013年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年12月31日) 

売上高 2,623,021 2,937,132 

売上原価 2,480,984 2,708,701 

売上総利益 142,037 228,431 

販売費及び一般管理費 258,998 232,593 

営業損失（△） △116,961 △4,162 

営業外収益    

受取利息 258 255 

受取配当金 29,719 3,038 

受取賃貸料 12,166 12,246 

為替差益 - 5,814 

その他 12,797 6,275 

営業外収益合計 54,940 27,629 

営業外費用    

支払利息 31,594 24,732 

その他 6,915 3,799 

営業外費用合計 38,509 28,531 

経常損失（△） △100,530 △5,065 

特別利益    

固定資産売却益 2,924 612 

投資有価証券売却益 6,797 108,001 

関係会社株式売却益 170,177 - 

特別利益合計 179,900 108,614 

特別損失    

固定資産除却損 243 280 

契約解除損失 1,500 - 

特別損失合計 1,743 280 

税引前四半期純利益 77,626 103,269 

法人税、住民税及び事業税 2,720 6,803 

法人税等合計 2,720 6,803 

四半期純利益 74,905 96,465 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 2013年４月１日 
 至 2013年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 77,626 103,269 

減価償却費 129,598 113,139 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,200 3,151 

賞与引当金の増減額（△は減少） - 9,000 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24,687 △20,905 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,413 4,413 

受取利息及び受取配当金 △29,977 △3,293 

支払利息 31,594 24,732 

固定資産除売却損益（△は益） △2,681 △332 

投資有価証券売却損益（△は益） △6,797 △108,001 

関係会社株式売却損益（△は益） △170,177 - 

売上債権の増減額（△は増加） △213,513 △78,453 

たな卸資産の増減額（△は増加） △95,324 △47,399 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 15 - 

仕入債務の増減額（△は減少） 137,190 105,049 

その他 △9,303 37,735 

小計 △163,824 142,104 

利息及び配当金の受取額 29,987 3,292 

利息の支払額 △30,230 △23,704 

法人税等の支払額 △3,068 △5,272 

営業活動によるキャッシュ・フロー △167,136 116,420 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △37,698 △47,787 

有形固定資産の売却による収入 6,750 612 

無形固定資産の取得による支出 － △1,030 

投資有価証券の取得による支出 △1,879 △1,919 

投資有価証券の売却による収入 9,719 146,345 

関係会社株式の売却による収入 260,551 - 

その他 △418 565 

投資活動によるキャッシュ・フロー 237,025 96,786 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 △50,000 

長期借入れによる収入 50,000 100,000 

長期借入金の返済による支出 △601,611 △227,142 

自己株式の取得による支出 △18 △139 

財務活動によるキャッシュ・フロー △351,629 △177,281 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,939 5,753 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △279,800 41,680 

現金及び現金同等物の期首残高 1,379,461 1,196,549 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,099,660 1,238,229 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社は、前事業年度において、営業損失110百万円を計上しております。また、関係会社株式売却益170百万円を特
別利益に計上したことから、当期純利益95百万円を計上しております。 
 当第３四半期累計期間においても、営業損失４百万円を計上しており、本格的な業績の回復には至っていないこと
から、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 
 当社は、当該状況を解消、改善すべく、収益力向上及び財務体質強化を図り、安定した経営基盤を築くために、以
下の対応策を講じ、実施しております。 

１．収益性の改善 

 (1)製造コストの低減 
   製品の生産工程の効率化を進めることにより、歩留りの向上を図り、製造原価の低減を実施しております。

また、ＱＭＳ（品質）、ＥＭＳ（環境）活動などにより、損益分岐点の引下げを進めております。 
 (2)販売戦略の再構築 
   主要顧客を、海外生産に移行したエレクトロニクス業界から、国内に生産拠点を置く自動車、医療・食品・そ

の他分野へシフトしてまいりました。同分野を中心に当社の独自技術と開発力を活かし、新規顧客の開拓、新製
品の受注に努めております。 

２．資金繰りについて 

 金融機関との連携 
   当面の厳しい事業環境を乗り越えるべく、メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持しており、

継続的な支援を前提とした資金計画を構築し、必要資金の確保について綿密に連携中です。また、有事の資金調
達の手段として、2014年４月にメインバンクである株式会社みずほ銀行との間で、100百万円のコミットメント
ライン契約を締結しました。 

 
 以上のとおり、上記の対応策を進めている途上ですが、これらの施策は、受注動向や経済環境に左右されることか
ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 
 なお、当社の四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影
響を四半期財務諸表に反映しておりません。
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 Ⅰ 前第３四半期累計期間（自2013年４月１日 至2013年12月31日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算 
書上計上額 
（注） 

売上高        

外部顧客への売上高 2,439,145 183,875 － 2,623,021 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 2,439,145 183,875 － 2,623,021 

セグメント利益 116,761 25,275 － 142,037 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

 Ⅱ 当第３四半期累計期間（自2014年４月１日 至2014年12月31日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算 
書上計上額 
（注） 

売上高        

外部顧客への売上高 2,615,756 321,375 － 2,937,132 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 2,615,756 321,375 － 2,937,132 

セグメント利益 168,573 59,857 － 228,431 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
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